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佐
野
収
入
役
が

退
　
任

佐
野
正
治
収
入
役
か
、
任
期
満
了

に
よ
り
、
六
月
三
十
日
付
で
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん
は
、
二
十
二
年
間
の
議

会
人
と
し
て
の
実
禎
を
か
わ
れ
、
昭

和
五
十
六
年
七
刀
一
日
か
ら
第
三
代

目
の
町
収
入
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

な
お
、
後
任
の
収
入
役
か
決
定
す

る
ま
で
の
間
、
吉
田
岬
雄
出
納
係
長

か
そ
の
職
務
を
代
理
し
ま
す
の
で
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

本
田
監
査
委
員
が

退
　

任

町
監

査
委

員
の

本
田
吉

助
さ

ん

（
藤

田
字
南

二
九
　

六

十
三
歳

）
が
、

任
期
満
了
に
伴
い
。
六
月
二
十
一
日

付
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
六

月
か
ら
、
学
識
経
験
者
か
ら
選
ば
れ

た
監
査
委
員
と
し
て
、
例
月
監
査
。

定
期
監
査
。
決
算
認
定
監
査
を
通
し

て
、
町
の
財
政
の
状
況
な
ど
を
調
べ

お
金
か
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
検
査
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

長
い
間
、
町
の
お
目
付
役
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
本
田
さ
ん
の
功
績
を
称

え
、
六
月
二
十
一
日
、
本
田
さ
ん
に

菊
地
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

な
お
。
後
任
の
監
査
委
員
に
は
、

佐
久
間
忠
三
さ
ん
か
選
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
田
さ
ん
同
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

卜

菊

地

町

長

か

ら

感

謝

状

を

受

け

る

本

田

吉

歟

さ

ん

後
任
の

監
査
委
員
に

佐
久
間
忠
三
さ
ん

任
期

満
了

に
よ

り
退

任
さ
れ

た
本

田
さ
ん

の
後

任
に

、
佐
久

間
忠

Ξ
さ

ん

（
塚

野
目
字

中

沢
二
六

の
二
　

六

十
三
歳

）

が
、
六
月

二

十
四
日
付

で

選
任
さ

れ
ま

し

た
．

監
査

委
員

は
、

学
識

経
験
者

か
ら

一
一
名
、

町
讌
会

か

ら
一

名
か
選

ば
れ

、

毎
月

一
回
町

の
現

金
の

出
し
入

れ
内

容
を
監

査
す

る

『
例
月

監
査
』

と
．

年
に

一
回
町

役
場

の

各
課
や
補

助
団

体
の
帳

簿
を

見

る

『
定

期
監
査

』
、

そ

し
て

九
月

の
決

算
期

に
町
会

計
の

決
算
内

容
を

審
査

す

る

『
決
算

認
定

監
査

』
を

通
し

、
町

の
お
金
か

正
し

く
使

わ
れ
て

い
る
か

ど
う
か
検

査
し

ま
す
．

佐

久
間

さ
ん

は
、
頭

脳
明
せ

き
で

決
断

力

に
富
み

、
温

厚
な
人

柄
で
す

．

今

後
の
活

躍
か

期
待

さ
れ
ま
す

．

七
月
七
日
、
河
川
美
化
作
業
か
県

下
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

町
で
は
．
七
月
七
日
午
前
八
時
か

ら
．
菊
地
政
治
町
長
を
は
じ
め
、
各

地
区
の
み
な
さ
ん
二
千
六
百
人
が
参

加
し
て
、
ク
リ
ー
ン

ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
．

加
日
ま
で
続
い
た
梅
雨
空
も
、
こ

の
日
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
晴
れ
上

り
、
絶
好
の
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
．

滝
川
を
は
匕
め
と
し
て
、
普
蔵
川
．

牛
沢
川
な
ど
の
各
河
川
と
も
増
水
し
、

ほ
と
ん
ど
の
ゴ
ミ
が
洗

い
流
さ
れ
た

と
は
い
え
．
こ
の
日
集
ま
っ
た
あ
き

カ
ン
や
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
は
、
燃
え
る

ゴ
ミ
三
ト
ン
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
四
ト

ン
、
訃
七
ト
ン
と

い
う
膨
大
な
量
で

し
た
。

町
内
の
土
木
業
者
の
方
た
ち
の
奉

仕
し
た
ト
ラ
ッ
ク
十
一
台
に
山
の
よ

う
に
積
み
込
ま
れ
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
。
山
崎
や
川
内
な
ど
で
は
、

滝
川
堤
防
の
草
刈
り
も
行
わ
れ
。
各

河
川
と
も
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

河
川
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
深

い

か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
き
れ

い
な
河
川
、
魚
の
す
め
る
河
川
を
と

り
戻
す
た
め
に
。
一
人
ひ
と
り
か
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



今 年 は

国勢調査の年
①

今
年
の
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調

査
か
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
岡
査
は
、

大
正
九
年
の
第
一
回
か
ら
数
え
て
十

四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
氏
名
、
刀
女
の

別
、
出
生
の
年
月
な
ど
十
七
項
目
か

あ
り
ま
す
。
調
査
の
方
法
は
、
町
内

を
6
6に
区
分
し
た
調
査
区

ご
と
に
。

調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、
記
入

申
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
調
査
の
対
象
者
は
、
町
内
に

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
で

す
。
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
」
と
は
、

三
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い
る
か
三
ヶ
月

以
上
住
む
予
定
か
か
原
則
で
す
。

今
回
の
調
査
の
意
義
は
、
出
生
率

の
低
下
と
平
均
寿
命
の
伸
び
に
よ
『

て
、
急
速
に
高
齢
化
へ
の
道
を
た
ど

っ
て
い
る
最
近
の
人
口
構
成
の
実
態

と
変
化
を
知
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
を
講

ず
る
う
え
で
大
変
重
要
な
こ
と
な
の

で
す
。

○
人
口
と
世
帯
数

前
回
の
昭
和
五
十
五
年
の
調
査
で

は
、
当
町
の
人
口
は
十
年
ぶ
り
に
一

万
二
千
人
を
超
え
、
一
万
二
千
五
十

人
で
し
た
。

さ
て
、
町
村
合
併
後
初
め
て
の
昭

和
三
十
年
の
調
査
で
は
、
一
万
四
千

人
以
上
だ
っ
た
人
口
も
。
以
後
年
々

減
少
し
、
昭
和
五
十
年
の
調
査
で
は

つ
い
に
一
万
二
千
人
を
割
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
わ
ず
か
ず
っ
で
す
か
耶

え
。
昭
和
五
十
五
年
の
加
回
の
調
査

で
は
、
十
年
ぶ
り
に
一
万
二
千
人
台

で
し
た
。

最
近
の
現
住
人
口
調
査
で
は
、
自

然
増
（
出
生
と
死
亡
の
差
）
、
杜
会

増
（
転
入
と
転
出
の
差
）
と
も
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
Ｏ
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の

傾
向
か
み
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
一
万
二
千
人
を
維

持
で
き
る
か
ど
う
か
、
関
心
の
持
た

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

］
方
、
世
帯
数
は
年
々
増
加
し
続

け
、
一
世
帯
当
た
り
の
世
帯
員
は
減

少
し
、
核
家
族
化
の
傾
向
か
顕
著
で

す
。
今
回
の
調
査
で
も
こ
の
こ
と
か

さ
ら
に

】
歩
辿
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

○
老
年
人
口
比
率

わ
か
国
は
、
出
生
宰
の
低
下
と
平

均
寿
命
の
伸
び
に
よ
っ
て
、
急
速
に

高
齢
化
へ
の
道
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

総
人
口
に
対
す
る
六
十
五
歳
以
上
の

人
口
を
表
わ
す
老
年
人
口
比
率
は
、

当
町
の
楊
合
も
表
の
よ
う
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
五
年
は
三
卜

年
の
二
倍
強
の
比
率
の

匸
二
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
。
国
は
九
（
－

セ
ン

ト
で
す
か
、
こ
の
数
宇
は

Ｉ
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
欧
米
諸
国
に
比
べ

て
、
ま
だ
少
な

い
と
は
い
っ
て
も
。

そ
の
伸
び
率
は
、
欧
米
諸
国
を
ｈ

回

る
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。

厚
生
省
の
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
に
よ
れ
ば
、
昭
和
七
十
年
代
の
後

半
に
は
、
こ
の
割
合
か
一
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
点
か
ら
、
雇
川
、
年
金
、

医
療
、
杜
会
福
祉
な
ど
の
行
政
而
に

人
き
な
彫
響
を
与
え
る
こ
と
か
予
測

さ
れ
ま
す
。
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私
の
質
問
箱

年
金
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
と

聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ね
ら
い

を
教
え
て
下
さ
い
。

我

が
国
の
入
口
の
高
齢
化
は

諸
外
同
に
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
お
り
、
2
1阯
紀
に
は
世

界
屈
指
の
商
齢
化
社
会
に
な
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
か
、
こ
の
よ
う
な
本
格

的
な
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
も
安
定

的
に
機
能
し
得
る
年
金
制
度
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
た
と
き
、

現
在
の
公
的
年
金
制
度

に
は
次
の
よ

う
な
問
．題

が
あ
り
ま
す
．

ま
ず
、
第

．
の
川
題
は
．
制
暖
か
分

立
し
て
い
る
こ
と
で
．
タ
テ
割
り
の

独
立
の
制
度
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま

す
と
、
産
業
購
造
、
就
業
構
造
の
変

化
に
よ
っ
て
、
旧
鉄
共
済
年
金
の
よ

う
に
危
機
に
陥
る
制
度
か
出
て
く
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
．

ま
た
、
制
度
川
に
格
差
か
あ
り
ま

す
の
で
、
川
岐
の
間
で
不
公
塒
感
．

小
信
感
か
生
じ
て
き
て
い
ま
す
．

さ
ら
に
、
複
数
の
制
度
か
ら
い
く

つ
し
の
年
令
か
出
る
嘔
例
が
生
じ
て

き
て
、
過
剰
な
給
付
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
．

第
．
．
の
川
咄
は
．
構
造
的
な
給
付

水

準

が
鳥
過

ぎ
る
こ

と
で

、
今
の

ま

ま
の

給
付

設
計

だ
と
将

水
、

受
給
右

の
ｆ

均
加

人
年

数
か
伸

び
て

水

れ
ぱ
、

年
金

額

が
現
役

の
賃
金

と
比

べ
て
過

人

に
な

り
、
年
金

匪
代

と
現
役

匪
代

と

の
所
得

水
叩

、
生
活

水
唯

の
均

衡

か
失

わ

れ
て
し

ま

い
ま
す
．

ま
た

、
二
の

よ
う

な
‥咼
い
給
付

水

準

で
は

、
保
険

料
負
畑

の
方

し
高

く

な
り
過

ぎ
、
負

担
で

き
る
限
界

を

越

え

て
し

ま

い
ま
す
．

第

．『
．の
問
也

は
．

婦
人

や
障
害

矜

の
年

金
傑

障
の

問
題

で
．

サ
ラ
リ

ー

マ
ン
の
と

は
年

金
制
度

へ
の
加
人

か

任
意

と
さ

れ
て

お
り
、

ま
た
．

幼

い

頃

か

ら
の
障

害

矜
の
場
（
口
は
障

山

の

兒
生

か
年
金

制
度

加
人
前

で
す

の
で

、

呪
行

の
制

暖
で

は

い
ず
れ

も
年
令

に

よ

る
保

障
が
ｆ

卜
分

な
し

の
に
な

っ

て

い
ま
す
．

今
川

の
年
令

法
の

改
ｄ

は
．
こ

の

よ

う
な
川

遡

を
解
決

し
．

長
咽
的

に

女
定

し

た
．
整
合

刊

の
あ
る
公

的
り

金

制
唆
を

確
保
．す
る

た

め
の

も
の

で
、

そ

の
最
人

の
眼
目

は
川

民
り
金

を

ｌ`

川

瓜
具
通

の
雌

礎
９
忿

を
支

給
す

る

制
度
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
基
礎
年
衾
は
、
国
民
全
μ

で
支

え
ま
す
か
ら
制
度
は
安
定
し
ま
す
し
、

ま
た
、
背
が
同
じ
条
件
で
同
じ
叭
」金

を
受
け
ま
す
か
ら
公
ｆ
で
す
。

次
に
、
年
金
の
給
付
水
準
で
す
か
、

将
水
4
0午
仙
人
か
ｆ
均
的
レ
ーな
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
べ
’代
暖
の
水
塰
に

お
さ
ま
る
よ
う
に
、
制
峻
の
仕
糾
み
を

2
0年
か
け
て
徐
々
に
変
え
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

将
家
の
保
険
糾
氏
批
も
余
り
高
く
な

ら
な
く
て
す
み
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
婦
人
に
国
民
年

金
を
適
川
し
。
岐
川
者
の
＆

に
も
自

分
名
義
の
基
礎
年
命
を
支
給
す
る
と

と
も
に
。
障
害
年
企
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

●長期的に安定

●整合性かあり公平

私の質問箱Ｑ＆Ａ

年金法の改正が行われたと聞きまし

たが，そのねらいを教えて下さい。



ふるさとの文化財

1

6

町指定史跡

半田銀山
二 階平 鉱 口跡

菊　池　利　雄

半
田
銀
山
は
伝
承
に
よ
れ
ば
．
大

同
元
年
｛
八
〇
七
｝
の
発
見
と

い
わ

れ
る
か
破
か
で
な
く
、
本
格
的
な
開

発
か
行
わ
れ
て
、
盛
況
を
呈
す
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
上
杉
景
勝
か
信
速

地
方
を
領
有
す
る
、
近
世
初
頭
の
慶

長
乍
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）

以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
次
い
で
松
平

桑
折
藩
、
応
領
時
代
に
は
佐
渡
奉
行

所
、
桑
折
代
官
所
の
支
配
下
に
置
か

れ
た
．

特
に
、
俳
末
の
天
保
年
間
（
一
八

三
〇
一

四
四
）
に
は
、
桑
折
代
官
島

田
帯
刀
か
新
鉱
脈
を
発
見
し
て
、
五

百
Ｅ
十
九
霖
に
お
よ
ぶ
大
量
の
灰
吹

銀
を
産
出
し
ヽ
石
見
（
″
Ｕ

ｔ

・
剌

鈩
９

琵

町
）銀
山
と
と
も
に
ヽ
日
本

三
大
銀
山
に
数
え
ら
れ
る
我
岡
凪
指

の
銀
山
へ
と
兇
展
を
遂
げ
た
．

幕
末
に
は
、
北
半
田
村
の
早
田
伝

之
助
に
よ
っ
て
線
行
さ
れ
．
維
新
以

降
明

治
政
府

は
、

半
田
銀

山
を

五
代

友

厚

に
払

下
げ

た
。
五
代

は
仏

人
コ

ア

ニ

ー
節
を
招

請
し

て

、
外
国

の
す

ぐ

れ

た
探
鉱

や
油
金

技
術

を
導

人
し

て

近
代

化
か

進
め

ら
れ
、

新
鉱
床

の

開

発

や
江
戸

期
の
廃

鉱
石

の
製
煉

紳

に
よ

り
、
産
金

銀
量

か
上

昇
し
て
銀

山
は
再

び
活
況

を
呈

し

た
か
、
明

治

四

十
三
年

半

田
山
の
大

規

模
な
朋
壊

に
よ

り
、
稼
行

中
の

坑
口

か
埋
ま

る

な

ど
の
甚

大
な

被
害
を

生
し

た
。

こ

の

頃
よ

り
半
ｍ

銀

山

は
産
銀
（
｀
が
落

ち
て

奮
わ

な
く
な

り
、

昭
和

十
九
年

に

は
日
本
鉱

業
株

式
会

社

に
移
譲
さ

れ

、
二

十
五
年

に
は

産
出
沚

の
減

少

か

ら
休

山
と
な

っ
て

、
艮

い
鍬
山

の

歴

史
を

閉
し

て

い
る
。

半
川
銀

山
に

お
け

る
金
銀

含
有
歡

の
多

い
鉱

床
は

、
旧
北

半
田

、
南
半

田
村

の
境

界
に
ま

た

が
る
半

川
沼
、

（
新

沼
）

か
ら
、

旧
垠

Ⅲ
村

の
矢
筈

山

こ

一
階
平

に
か

け
て

の
地

城
に
あ

っ
て

、
こ

れ
を
棚

り
出
す

た

め
に
、

慶

艮
年

間

に
闘
発
さ

れ

た
栗
林

釦
、

ｉ
・一
ず
　

お
お丶
’り
　

ｉ
八一・・・

矢

鵆
鋪

、
大
剪

絹

’
新
贊

錨
、

沢
錨

と
、

そ
の

後
に
開

坑
さ

れ

た
水
抜
錨

四^
和
六
９

再

光
水

鋪

廠
政
九
？

十
分

一
釧
［
］
化
年
？

二

陪
平

鋪
な

ど
、
多

く
の

鋪

（
坑

道
）

口

が
闘
か

れ
て

い

た
。こ

の
う
ち

岡
見
町

地
内

（
泉

田
）

の
鑢

冂
に

つ
い
て

み
れ

ば
、
矢
筈

錨

は
瀧
川

の
上
流

、
半

剛

山
項

に
近

い

矢
筈

山
に
あ

っ
て

、
開

発
の
歴

史

は

古

く
慶

長
年

間
に

さ
か

の

ぼ
る
と

い

わ
れ

、
文
政

年
間

に
銀

山
師
与

助

が

良
銀

五
貫
目

を
出
銀

し

た
等

の
記
録

か
あ

り
。
明

治
以

降
も

採
棚

が
行
わ

れ
て

い
る

。

二
階
平

鋪
は

、
泉

田
新

田
集
落

西

部

の
商
所

、
矢
筈

山

の
中

腹
部

に
あ

ぶ

』
、
嘉

永

七
年

（
一
八

五
四

）
四

月

の
閧

坑
と
さ

れ
、

北
西

の
方
向

に

掘

り
進

み
二
三
〇

〇

尺
（
七
六
六
い
。い
）

で
鉱

脈

に
達
し

、
縦

横
に

数
坑

を
う

が
ち
て
多

量
の
鉱

石

を
採

収
し

た
と

い
わ
れ

る
。
二

階
￥

鋪

は
こ
の
地

点

よ

り
、

さ
ら

に
一
三

〇
尺

ほ
ど
掘

り

巡

ん
だ
所

で
、

北
耻

田
村

か
ら

の
中

鋪

と
辿
結

し
て

い
る

。

二
階
平

坑

口
は
、

桑
折

・
国

見
町

を
通
じ

、
半

田
銀
山

跡

に
、
闘

口
さ

れ
て

い
る
唯

一
の
も

の
で

、
佐
藤

木

材

店
の

所
有
地

。
昭

和

六
十
年

三
月

に
町
の

史
跡

に
指
定

さ

れ
た

。

ｓ

跨
文
取
「
Ⅲ
阯
町
史
」
第
一
煢

ｉ

Ⅲ
細
山
史
」
ａ

占

之
畑
．
『
や
川
銅
山
｀
墜
き

心

磚
戊
郎
．
「
４
折
町
功
一

身近にある野草・薬草
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イ　タ　 ド　リ

各
地
の
野
山
に
群
落
を
な
し
て
繁
殖

す
る
多
年

草
。

根
茎
は
地
中
を
は

っ
て

い
て
、
春
先

に
タ
ケ
ノ
コ
状
の
芽
を
出
し
ま
す
。
若

芽
は
紅
紫
色
の
点

が
あ
り
、
こ
の
皮
を

は
ぎ
、
塩
を
つ
け
て
食
べ
ま
す
。

茎
は
丸

く
中
空
で
節
が
あ
り
、
節
ご

と
に
卵
形
の
葉

が
互
生
し
ま
す
。

夏

に
葉
の
つ
け
很
に
白
い
小
花
を
つ

け
ま
す
が
。
こ
れ
は
が
く
の
色
。
雌
雄

異
棟
で

。
雌
花
に
は
の
ち
に
花
被
の
変

形

し
た
翅
に
包
ま
れ
た
小
さ
な
ニ
ー被
形

の
果
実

が
で
き
ま
す
。

▼
薬
用
一

恨
を
掘
り
と
る
時
期
は
い
つ
で
も

い

い
で
す

が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
地

上
の
茎
葉

が
枯
れ
た
こ
ろ
が
、
最
も

い

い
で
す
。

掘
り

と
っ
た
根
茎
は
水
洗
い
し
、
生

の
ま
ま
小

さ
く
切
っ
て
、
風
通
し
の
よ

い
所
で
、
日
干
し
に
し
ま
す
。

便
秘
に

干
し
た
も
の
（

虎
杖

゛

）
一

日
量
八
～
十
グ
ラ
ム
を
、
四
百
∝
の
水

で
半
皿
に
な
る
ま
で
煎
じ
て
、
空
腹
時

に
三
回
に
分
け
て
服
用
し
ま
す
。

▼
食
用
▲

若
茎
や
若
芽
の
先
を
指
で
つ
み

と
る

か
。
ナ
イ
フ
で
切
り
と
り
ま
す
。
蕕
は

柄
を
つ
け
な

い
よ
う
に
と
り
ま
す
。

料
理

若
茎
は
皮
を
む
き
、
生
の

ま
ま

薄
く
切
っ
て
甘
酢
漬
け
、
サ
ラ
ダ
。
二

杯
酢
、
塩
漬
け
、
納
豆
あ
え
に
し
た
り
、

塩
を
入
れ
た
熱
湯
で
ゆ
で
、
酢
み
そ
あ

え
、
ご
ま
あ
え

に
し
ま
す
。
箝
芽
は
天

ぷ
ら
に
。

酸
味
と
や
や
萍

い
ぬ
め
り
の
あ
る
、

葉
ざ
わ
り
の

い
い
淡
泊
な
野
草
で

す
が
。

そ
の
酸
味
は
蓚

酸
で
あ
る
の
で
、
多
食

し
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
。

・
即
席
塩
漬
け
　

ア

ク
抜
き
し
て
か
ら

皮
を
む
気

軽

く
塩
を
振
っ
て
重
し
を

し
ご

ア

三
時
間

お
い
て
食
卓
に
。
歯

ざ
わ
り
が
よ
い
酒
の
肴

に
。

山
野
草
カ
ラ
ー
百
科
か
ら



違
反
広
告
物
を
掲
示
し
て

い
ま
せ
ん
か
!
!

？
八
月
は
屋
外
広

告

物
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
月
間
？

災
観
風
致
を
維
持
し
．
交
通
の
安

全
を
保
つ
た
め
屋
外
広
告
物
法
が
定

め
ら
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
福
島
県

屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
っ
て
具
体
的

に
広
告
物
の
表
示
に
つ
い
て
規
則

が

計
ら
れ
て
い
ま
す
．

八
月
は
屋
外
広
告
物
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
の
期
間
で
す
．
違
反
広
告

物
と
な
ら
な
い
よ
う
．
条
例
を
よ
く

知
り
、
快
適
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し

◆
広
告
物
を
掲
げ
て
は

い
け
な
い
も
の

街
路
樹
、
擒
り
ょ
う
、
道
路
標
槻
、

信
号
機
な
ど

◆
広
告
勧
を
掲
げ
て
は

い
け
な
い
と
こ
ろ

一
、
第
一
種
住
居
耶
用
地
城
（
蓆
宗
山

の
一
部
）
、
史
跡
（
阿
津
賀
志
山
防

塁
地
、
石
毋
田
供
養
石
塔
地
）

二
、
杜
寺
の
境
内
、
乱
地
、
古
墳
、
公

共
地

弓
鉄
道
か
ら
百
卩
以
内
、
新
幹
線
か

ら
五
百
卜
以
内
の
地
域
（
た
だ
し
、

市
街
化
区
城
は
除
く
）

四
、
国
道
四
号
か
ら
十
口
以
内
、
高
速

道
路
か
ら
五
百
Ｕ
以
内
の
地
域

◆
県
知
事
の
許
可
が

必
要
な
と
こ
ろ

一
、
鉄
道

、
新
幹

線

、
四

号
岡
道

、
高

速

道
路
か

ら
千

に
以
内

の
地

城

二
．
公
共

団
体

か
管
理

す

る
公
園

．
緑

地

、
運
助

場
な

ど

一
弓
第

二
種
住

居
専
用

地

城
（
源
宗

山
．

藤
田

小
学

校
付

近
な

ど
）

◆
次
の
も
の
は

規
制
が
あ
り
ま
せ
ん

一
、
自

己
の
住

宅
や

店
舗

に
表
示

す
る
　

名

称
、
屋

号
、

業
務
内

容

な
ど

の

広
告
物
で

総
表

示
面

積
か

十
五
平
　

方

じ
以
下

の
も

の

一一
、祭

礼
、

年
末
年

始

の
大

売
出
し

、

運
動
会

な
ど

の
年
中

行
事

に
際
し

、

臨
時
的

に
表
示

す

る
も
の

一
气
公
益
団

体
ま

た
は
個

人

か
、
交

通
　

の
安

全
、
火
災

予
防

な

ど
公
益

の
　

た

め
表
示
す

る
も

の
な

ど

※
許
可

な
ど

の
事
務

は
、

保
原
土

木

事
務
所

で
扱

っ
て

い
ま
す

。

※
広
告

物
の
掲

示

に
つ

い
て
の
詳

細

は
、
町

役
場

建
設

課
か
土

木
事

務
所

に
お

た
ず
ね
く

だ

さ

い
。

交
通
事
故
の

ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

無

料

で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

午
前
九
時
半
Ｉ
午
後
四
時
四
十
分

（

平

日

）

土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
二
土
曜

日
は
休
み
ま
す
Ｊ

Ｏ
専
門
の
相
談
員
か
親
身
に
な
っ

て

ご
相
鮫
に
応
じ
ま
す
．

○
弁
護
士
相
談
日
：

毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

社
団
法
人
　
日
本
禍
害
保
険
協
会

福
島
自
助
車
保
険

錆
求
相
談
セ
ン
タ
ー

福
鳥
市
栄
町

】
○
－

ニ

ー

住
友
生
命
福
鳥

ビ
ル
五
階

福
島
鯛
査
事
務
所
内

雲
ニ

ー

匸
一
九
五
（
直
通
）

二
三
－

三
四
七
一

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

水
の
愛
に
つ
つ
ま
れ
て

ｌ

水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
ｌ

水
は
つ
く
ら
れ
る

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
。
水
な
し

に
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
お
米
や
野

菜

づ
く
り
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
産
業
活
動
を
支
え
て
い
る
水
、

飲
ひ
た
め
の
水
、
何
か
を
洗
う
た
め

の
水
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
水
と

と
も
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
ふ
だ
ん

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
は
、
自
然

の
中
で
循
環
し
て
い
る
水
の
ほ
ん
の

一
部
を
、
。
加
工

″し
た
も
の
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
出
て
く

る
水
道
の
水
も
、
山
深

い
地
域
に
建

設
さ
れ
る
ダ
ム
に
蓄
え
ら
れ
、
水
源

地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ

て
送
ら
れ
て
く

る
有
限
で
責

重
な

「
資
源
」
で
す
。

現
代

社
会
は
多
量
の
水
を

必
要
と
し
て
い
る

古
米
、
人
々
は
湧
き
水
や
川
の
あ

る
所
に
住
ん
で
い
た
の
で

、
ち
ょ
っ

と
く
ら
い
の
ひ
で
り
で
は
．
飲
み
水

に
困
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
．

し
か
し
、
現
代
社
会
で

は
、
生
活

水
準
の
向
上
と
と
も
に
．
都
市
部
で

は
、
多
量
の
水
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
方
で
も
。
産
業

の
発
達
や
人
口
の
地
方
定
住
化
と
と

も
に
。
水
の
使
用
量
は
増
加
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ダ
厶
な
ど
の
水
資
源
施
般

に
適
し
た
鳩
所
は
、
次
第
に
減
少
し

て
き
て
お
り
、
ま
た
。
水
没
地
域
の

環
境
補
償
問
題
な
ど
に
よ
り
、
水
資

源
開
発
は

Ｉ
朝
一
夕
に
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

八
月
一
日
は
『
水
の
日
』、
こ
の
日

か
ら
一
週
間
は
『
水
の
週
間
』
で
す
。

現
代
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
水
に
恵

ま
れ
て

い
る
こ
と
が
生
活
の
必
須
の

条
件
で
す
。
水
を
使
う
機
会
が
多
く

な
る
夏
。
あ
ら
た
め
て
水
の
大
切
さ

を
考
え
、
節
度
あ
る
水
利
用
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

８月Ｓ日

水 の 日

１日～7日

.水の週間



善
意
の
窓

町
社
会
福
祉
協
餓
会
に

’佐
野
庄
古
さ
ん
（
第
八
）
か
ら

五
万
円
‐

故
タ
ケ
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志

高
瞞

友
義

さ
ん

（
鳥
取

）
か

ら

五
万
円
１

故
ミ
ツ
ヱ

さ
ん
の

ご
遺
志

昭
和
六
十
年
度

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

・
．
受
付
期
間

第

一
回

七
刈
十
口
～
八
月
十
日

第

二
回

八
月
一一
十
日
～
九
月
十
日

二
、
賦
験
期
日
．
会
場

第
一
回

昭
和
六
十
年
九
月
三
日

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

会
津
若
松
商
工
会
議
所

富
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー

第
二
回

昭
和
六
十
乍
十
月
三
日

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

三
、
受
験
手
続

Ｈ
提
出
書
類

①
狩

猟
免

許
申

請
書
　

一
郎

②

受
験
禀
　

一
枚

（
あ

て
先

を

明
記
し

て
く

だ
さ

い
）

③

写
真
　

一
枚

（
申

請
前
六

か

月

以
内

に
撮

彫
し

た
無
棚

、

正

面
、
上

三

分
身

、
無
背
景

の
縦
三
・
六
Ｊ「
Ｕ

、
横

二

・
四

々
Ｕ

の

写
裏

で
、
そ

の
裏

面

に
氏
名

お
よ

び
撮
彫

年
月

日

を

紀
入

し

た
も
の

」

④
医

師
の

診
断

書
　

一
郎

※
詳
し
い
こ
と
は
、
町
役
場
産
業
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

力い若る守を民県
一集募員視巡辿交官察警＝

程日験試

ス 受付期間
第 一 次 試 験 第 二 次 試 験 合 格

発 表試 験 日 試験場所 試 験 日 試験場所

警肇官A}

{大学勾

7 ″尹l

7ヅ

８月25日

(日)

福 鳥 市

県立福鳥

工業高校

10月15日
(火)

福 鳥 市

襠 島 県

自治会館

10 月

下 句

警察官B}

(高察程匐

９月２日

(月)

１

９月11日
(水)

10月６日

(日)

福 鳥 市

県立福鳥

農蚕高校

11月19日

(火)
福 鳥 市

福 鳥 県

自治会館

12 月

中 甸
交　 通

巡 視 員

(高判拙

11月20日
(水)

問い合わせは桑折警察署　T  E し　８２－2151 へ

戸籍の窓口
(６月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 郎 落
和　也(か ず や〉古山　正敏 富　 東

稚 史(ま さ し)古田　 正 億 江 北

腸　平(ようへい〉寺鳥 光一　第　 四

智　宏(ともひろ)佐藤　春男　第　 二

夕　貴(ゆ う き)高檎　 廣 滝　 山

敦 史(あ っ し)佐藤 利弘 第 十 二

沙 織(さ お り)一條　 正 太 田 川

ご結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　 部 落

高 橋 修 一　　　 宮 町 北
富 田 洋 子　　　　 桑 折 町

大 石 純 夫　　　 梁 川 町
大　石　由美子　　　　 宮　 東

松 本　　 昇　　　　 保 原 町
仲　田　美恵子　　　　 吉 町 北

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落
佐 野　タケヨ　　92　　 旃　 八

小 島 庄 衛　　62　　 旃 十 二

菊　池　ミトリ　　87　　 山　 很
高　檎　ミツヱ　　 聞　　 小　 坂

川　鳥　ア　ヤ　　82　　 駅　 前

還 庫 善 藏　　80　　 第　 二
鴨 田 忠右工門　　89　　 内 谷 東
大　泉　清　春　　64　　 錦　 町

人口 と 世 帯
７月１日現在(前月比)６月中のうごき

人
　
　

口

一男5  , 814人(  十 3 )

女6  は 誌人(  ｰ 4 )

･計11､970 人 （－ １）

世帯数2  , 873戸（±0 ）

転 入　11人

転 出　11人

出　 生　７人

死　亡　８人

心配ごと相談日
場所：役場二階相麟室 哺●人口からＳ入り７さヽヽ3

時間：9  時 ~ ｰ

こ まったことや、 相鮫ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶 対に守ります。

〔相 談 只〕

７月 日 ( 木）高橋庫右工円・安藤　 トヨ

８月５日（月）櫺沢　 正・黒田　 ヒロ

８月15 日 (木）鈴木 正雄・古田とし子

７月　文月（ふみづき）

16 日 (火）やぷいり

2叩 （土）勤労青少年の卩

日 (火）大　 蜑

25 日 (木）土用の丑 Ｊ

８月　葉月（はづき）

１日（木）満　 月

水の日

７日（水）立　 秋

－ ＆●... 仙台七夕



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

8 5  ー2 6

（有）４156

奉
仕
作
業
と

学
習
会
を
実
施

高
齢
者
教
室

六
月
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
、
小

雨
の
中
、
学
級
生
に
よ
る
奉
仕
作
業

と
し
て
、
県
文
化
財
の
古
民
家
お
よ

び
周
辺
の
清
掃
を
行
い
、
学
級
生
の

輿
剣
な
作
業
に
よ
り
見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
作
業
終
了
後
、
森
江
野
小

学
校
長
大
和
金
一
二
郎
先
生
か
ら
「
現

代
つ
子
の
長
所
、
短
所
」
の
テ
ー
マ
。

で
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
七
月
の
行
事
か
ら

七
月
三
日
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
、

成
人
学
級
生
と
の
合
同
学
習
会
を
閧

催
し
。
福
鳥
信
用
金
庫
本
店
の
店
長

和
田
豊
治
氏
か
ら
、
「
経
済
と
税
制
」

の
テ
ー
マ
で
身
近
な
税
金
の
あ
れ
こ

れ
に
つ
い
て
有
意
義
な
講
義
を
う
け

ま
し
た
。

○
七
月
の
行
事
予
定

二
十
六
日
吻
学
習
会
（
午
前
九
時
）

学
習
内
容

郷
土
の
歴
史
（
地
名
の
変
遷
に
つ

い
て
）

講
師

文
化
財
保
護
委
員

菊
池
利

雄

氏

▲講話を外 むに聴く教室生のみなさ人

婦
人

学

級
で

合
同
研
修
旅
行

六
月
三
十
日
。
町
内
の
婦
人
学
級

相
互
の
交
歓
を
目
的
と
し
、
高
城
、

ど
ん
ぐ
り
、
西
大
枝
。
の
ば
ら
、
中

央
婦
人
学
級
生
。
三
十
八
名
を
乗
せ

た
合
同
研
修
旅
行
の

パ
ス
か
、
金
爺

山
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

三
時
間
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
、
鮎
川
港

よ
り
船
で
二
十
五
分
、
金
市
山
へ
到

着
。
黄
金
山
神
社

ま
で
の
間
鹿
た
ち

の
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
参
拝
。
（
金

華
山
へ
三
年
続
け
て
参
拝
す
る
と
お

金
が
た
ま
る
と
か
）

婦
り
の
バ
ス
で
は
各
学
級
ご
と
の

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
。
和
気
あ
い

あ
い
の
中
。
有
意
義
な
研
修
旅
行
を

終
え
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
お
っ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。

▲黄全山神社で

国

見

の

民

話
③

ひ
と
つ
ぶ
の

豆
の
は
な
し

大
木
戸

阿
部
ツ
ル
ノ
さ
ん
談

む
か
あ
し
　
む
か
し
、
づ
ん
つ
あ

ま
と
　
ば
あ
さ
ま
か
あ
っ
た
ど
。

居
所
　
掃
ぐ
ど
っ
て
　
豆
ひ
と
っ

ぷ
ひ
ろ
っ
た
と
。

「
半
分
た
Ｉ
ね
　
半
分
き
な
こ
」

と
し
た
ど
。

づ
ん
つ
あ
ま
と
相
談
し
て
。

そ
う
し
た
れ
ば
、
ほ
う
ろ
く
で

カ
ラ
コ
ロ
　
カ
ラ
コ
ロ
　
炒
っ
た
ど

今
度
は
　
ひ
き
う
す
で
　
ゴ
ロ
ゴ

ロ
　
ゴ
ロ
ゴ
ロ
　
ひ
い
だ
ど
。

今
度
は
　
ふ
る
う
べ
と
思
っ
て
も

ふ
る
い

無
え
。

『
と
な
り
さ
行
っ
て
　
ば

。
ぱ
俳
・

ち
ぇ
こ
」

『
と
な
り
に
や
　
猫
い
て
　

お
り
か

な
く
て
　
行
か
ん
に
ぇ
』

『
そ
ん
じ
ゃ
　
そ
の
と
な
り
さ
行
っ

て
　
借
っ
ち
ぇ
こ
』

「
そ
の
と
な
り
に
　
犬
い
で
　
お
っ

か
な
ぐ
で
…
…
」

「
ほ
ん
じ
ゃ
　
し
ゃ
ね
え
　
そ
の
と

な
り
さ
行
っ
て
併
っ
ち
ぇ
こ
」

『
と
ん
で
も
ね
え
は
な
し
だ
。
ず
な

い
　
お
そ
ろ
し
い
馬

い
で
、
お
っ
か

な
く
て
　
行
か
れ
る
も
ん
で
ね
』

『
ほ
ん
じ
ゃ
　
す
か
た
ね
え
』

『
づ
ん
つ
あ
ま
の
　
ふ
ん
ど
し
の
端

で
で
も
　
ふ
る
う
ん
べ
え
』

と
な
っ
て
、
き
な
こ
　
い
っ
ち
ぇ

づ
ん
つ
ろ
ま
と
ば
あ
さ
ま
　

ふ
た
ん

じ
ぇ
　
ふ
る
い
は
じ
め
た
っ
け
、
づ

ん
つ
ゐ
ま
　
づ
な
い
屁

バ
ー
ン

と
　
た
っ
ち
ぇ
　
ば
あ
さ
ま
の

ま
な
ぐ
さ
　
ふ
っ
と
ん
で
　
は
い
っ

た
っ
け
ど
。
お
し
ま
い
。

お
　

知
　

ら
　

せ

動
労
者
体
宵
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
町

民
プ
ー
ル
等
の
建
設
に
伴
い
使
用
を
中
止
し
て
お
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
が
七
月
二
十
六
日
か
ら
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
ｙ

朝
（
五
時
か
ら
八
畔
）
お

よ
び
夜
間
（
午
後
九
時
ま
で
）
の
使
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
早
朝
の
使
用
は
、
専
用
使
用
（
団
体
）
と
な
り
ま
す
。



成
人
学
級
で

研
修
旅
行

梅
雨
入

り
竃
言

の
あ

と
で

、
天

候

か

心
配
さ

れ
ま
し

た
か

、
好
天

に
恵

ま

れ
て
六

月
十

八
日

に
実
施

さ
れ

ま

し

た
。

上
杉
神
杜

（
米

沢
市

）
、
あ

や

め
園

（
畏
井
市
）。
熊

野
大
杜

（
南

陽
市

）、

斎

藤
茂
吉

記
念

館

（
上

ノ

山
市
べ

七

ヶ
宿

ダ

ム
建

般
現

鳩
な

ど
を
見

学
し

有
意
義

な

一
日
を

遇
ご

し
ま
し

た
。

○
七
月
の
行
事
予
定

二
十
九
日
丱
学
習
会
（
午
後
一
時

三
十
分
）

Ｏ
「
生
涯
教
育
の
め
ぎ
す
も
の
と
学

習
へ
の
取
り
組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
義
。

講
師
　
県
北
教
育
事
務
所

社
会
教
育
主
事
　
木
戸
勇
氏

少
年
仲
問
づ
く
り

教
室
が
開
講

六
月
九
日
、
少
年
仲
間
づ
く
り
教

室
の
開
講
式
か
教
室
生
と
そ
の
父
兄

百
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
教
室
は
、
小
学
四
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち
七
十
名
か
、

来
乍
の
二
月
ま
で
．
キ
ャ
ン
プ
、
き

も
だ
め
し
大
会
、
伝
承
遊
び
、
雪
遊

び
な
ど
を
と
お
し
て
、
仲
間
づ
く
り

の
大
切
さ
を
学
ぶ
も
の
で
す
・

二
回
目
は
、
二
十
三
日
に
、
体
育

館
で
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
遊
び
や
、
手
つ

な
ぎ
鬼
な
ど
の
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。

▲鰍野大社荊で

69 開講式風景

,‰ 手つなぎ鬼で楽しむ軟室生

▲三角布の使い方を学ぶ受講生

熱
心
に

救
急
法
を
学
ぶ

七
月

二
日

、
町
民

体

育
館

で
、
忽

病
や
ヶ

が

お
よ

び
溺

れ
た
人

に
吋
卞

る

救
急
法

の
講

岬
会

が
開
催

さ
れ
ま

し

た
．

講
習
会

に

は
、

各
学

校
の
Ｐ

Ｔ

Ａ

役
員

の
方

や
一

般
の
人

な

ど
約
．・
．
卜

入

が
参
加

し
、

日
赤

県
攴

郎
指
噂

員

か
・
气

．
．
時
問

に
わ

た

り
．
熱
心

に

指
導

を
受

け
て

い
ま

し

た
．

福
島
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
代

表
チ

ー
ム
決
ま

る

過
日
、
種
目
別
町
予
選
大
会
が
開

催
さ
れ
熱
戦
の
木
、
次
の
チ
ー
ム
が

町
代
表
に
決
ま
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日
安
達
管
内
で
開
催

さ
れ
る
県
北
地
区
大
会
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

宮
町
チ
ー
ム

◇
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

宮
町
チ
ー
ム

◇
卓
球
　
国
・口
｀
町
卓
球
愛
好
会

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

国
見
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

公
民
館
に

臨
時
職
員

んさ子紀Ｉ‐Ｊ石

七
月
一
日
か
ら
、
公
民
館
に
石
川

紀
子
さ
ん
か
、
臨
時
職
員
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

蝉
門
指
導
員
、
日
赤
水
上
安
全
救
助

員
の
資
格
を
持
ち
。
二
十
六
日
に
オ

ー
ブ
ン
す
る
町
民
プ
ー
ル
の
維
持
、

瞥
理
な
ど
を
主
に
、
ま
た
、
公
民
館

の
一
般
事
務
、
体
育
関
係
な
ど
を
受

け
持
ち
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

新

刊

書

案

内

（
リ
ク
エ
ス
ト
よ
り
）

殺
意
の
焦
点
　
　
　

草
野

唯
雄

顏
の
な
い
十
字
架
　

赤
川
　
次
郎

遠
い
約
束
　
　
　
　

．夏
樹

静
子

死
仮
而
　
　
　
　
　

横
講
　
正
史

黒
い
樹
海
　
　
　
　

松
本
　
清
張

愛
の
ご
と
く
（
上
・
下
）
渡
辺

淳
一

暮
し
の
夢
づ
ぐ
り
　
　

西
村

玲
子

恋
　
文
　
　
　
　
　

連
城
三
紀
彦

す
ば
ら
し
い
と
き
　

渡
辺
　
茂
男



お

め
で

と

う

”
県

農
業

賞

”

～
輪
耕
会
～

郡
内
の
優
れ
た
農
家
、
グ
ル
ー
プ

を

”
農
業
十
傑
”
と
し
て
顕
彰
す
る

第
二
十
六
回
県
農
業
賞
の
表
彰
式
が

六
月
十
三
日
行
わ
れ
、
『
奥
村
宵
少

年
の
部
』
で
輸
耕
会
（
後
藤
寿
彦
会

長
）
が
哨
れ
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
．

県
農
業
賞
は
、
県
内
農
豪
関
係
表

彰
で
最
む
権
威
の
あ
る
賞
で
、
県
、

県
農
業
会
議
、
県
農
協
中
央
会
、
福

島
民
報
社
、
ラ
ジ
オ
福
島
の
土
催
。

輸
耕
会
は
、
昭
和
五
十
年
に
誕
生

し
た
農
業
後
継
者
の
グ
ル
ー
プ
で
、

会
員
は
二
十
二
名
。
緊
樹
栽
培
の
研

究
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
特
に
モ
モ

の
品
質
向
上
に
力
を
入
れ
、
有
袋
栽

培
の
研
究
で
従
来
の
新
聞
紙
の
ほ
か
、

色
っ
き
パ
ラ
フ
ｆ
ン
紙
の
活
用
に
着

目
し
、
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

村
上
信
夫
前
会
長
は
、『
と
て
も
光

栄
に
思

い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
新

た
な
出
発
点
と
し
て
、
今
後
ら
モ
モ

の
品
質
向
上
な
ど
の
研
究
を
重
ね
、

仲
間

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
Ｊ

と
受
賞
の
弁
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。ｌ

火
の
守
り
の

誓
い
新
た
ｌ

町
消
防
団
で
点
検

町
消
防
団
（
樋
口
弥
太
郎
聞
長
。

団
員
二
百
六
十
六
名
）
の
昭
和
六
十

年
度
定
期
点
検
か
、
六
月
ご
。十
日
午

前
九
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
降
る
中
、
藤
旧

市
街
地
路
上
で
の
闃
団
を
は
じ
め
、

藤
田
小
学
枚
校
庭
で
の
通
常
点
検
、

ポ
ン
プ
操
法
、
分
列
行
進
か
整
然
と

行
わ
れ
、
来
賓
の
桑
折
警
察
署
鎚
、

伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
長
、
町
雛

会
議
員
の
方
々
か
ら
拍
手
か
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

菊
地
町
長
の
講
評
、
樋
口
団
。長
の

訓
示
に
引
き
続
き
、
福
島
県
知
事
尖

彰
（
榊
勤
章
）
の
第
一
分
団
長
、
仲

野
周
一
郎
さ
ん
を
は
匕
め
と
す
る
受

賞
者
三
十
九
人
へ
の
表
彰
の
伝
遼
、

更
に
、
町
長
、
団
艮

表
彰
が
行
わ
れ
、

十
五
年
以
上
動
続
退
職
団
員
の
故
佐

鵬
英
治
前
第
四
分
団

長
を
は
じ
め
十

四
人
に
感
謝
状
。
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
第
四
分
団

第
二
部
団
員
の
鈴
木
常
治
さ
ん
が
。

『
町
民
の
信
頓
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
』
と
答
辞
を
述
べ
、

定
期
点
検
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▲見事に 県農業賞 ，に輝いた峨耕会のみなさん

▲小爾の申での闃団

吉
田
さ
ん
に

厚
生
大
臣
特
別
表
彰

山
崎
舘
の
占
田
忠
吉
さ
ん
が
、
こ

の
ほ
ど
．
厚
生
大
臣
か
ら
特
別
表
彰

さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
表
彰
は
、
吉
田
さ
ん
が
多
年

に
わ
た
り
、
民
生
委
員
と
し
て
．
地

城
杜
会
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
、
口

夜
町
民
の
生
活
相
談
、
指
導
、
援
助

に
、
ま
た
杜
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

さ
れ
、
そ
の
功
績
か
顕
著
な
た
め
、

こ
の
た
び
厚
生
大
臣
か
ら
特
別
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
．

六
月
十
一
日
、
役
場
で
伝
達
式
か

行
わ
れ
．
菊
地
町
長
か
ら
古
田
さ
ん

に
表
彰
状
か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．

Ａ菊地町長から表彫状の伝達を受ける吉田忠吉さん

編

集

日

記

○
毎
日
雨
が
続
き
、
う
っ
と
う
し
い

日
が
続
き
ま
す
。
こ
の
広
輙
く
に
み

が
届
く
こ
ろ
に
は
、
梅
雨
明
け
宣
言

か
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
か
、
例
年

に
な
い
長
雨
に
う
ん
ざ
り
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
台
風
六
号
な
ど

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
、
農
作
物
へ
の

被
害
か
心
配
さ
れ
ま
す
。

○
七
日
に
は
。
町
内

】
斉
に
ク
リ
ー

ン

ー
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
あ
い
か
わ
ら
ず
目
に
っ
く
の

が
、
川
や
道
端
に
投
げ
ら
れ
た
あ
き

カ
ン
や
ピ
ン
な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
心

が
け
し
だ
い
で

”
ゴ
ミ
″
に
も

”
資

源
”
に
も
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
を
選

ぶ
か
は
私
か
ら
陛
か
な
の
で
す
・

○
二
十
一
日
か
ら
は
、
小
中
学
校
が

夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
待
ち
に
待
っ

た
友
休
み
で
す
か
、
交
通
事
故
は
も

ち
ろ
ん
、
夏
の
期
間
は
交
通
事
故
よ

り
も
多
罷
す
る
水
の
事
故
に
も
、
十

分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

学
校
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
、
ど
う
し

て
も
不
規
則
に
な
り
が
ち
で
す
の
で

規
則
的
で
快
適
な
夏
休
み
を
過
ご
す

た
め
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
あ
う

こ
と
か
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ
で
、
艮
雨
で
天
候
不
順
の

せ
い
か
、
カ
ゼ
が
は
や
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
は
十
分
注
意
し
、
夏
バ
テ
な

ど
し
な
い
よ
う
、
夏
を
送
っ
て

い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

Ｓ

緇
龜

国
兄
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
違
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
ｆ
Ⅲ
こ
２
の
１

一

九
六
九
一

一
七
　

廿
（
○
二
四
五
）
八
五
－
二
一
一
一
（
代
表
）
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